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株式会社三越伊勢丹ホールディングス 2023年度サステナビリティ説明会

本日のアジェンダ

1. 三越伊勢丹グループの企業理念と人財の考え方
取締役 代表執行役社長 CEO 細谷 敏幸

2. 中長期人財戦略の方向性
執行役常務 CAO兼CRO兼CHRO 金原 章

【事例紹介】・外部出向（㈱日建設計）伊東 功喜

・㈱三越伊勢丹システム・ソリューションズ 竹前 千草

3．人財戦略の評価・課題感と目指す姿に向けて
社外取締役 安藤 知子

質疑応答



１．三越伊勢丹グループの企業理念と
人財の考え方

取締役 代表執行役社長 CEO 細谷 敏幸
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サステナビリティレポート 発刊開始
サステナビリティ説明会 開始

三越伊勢丹グループの中長期経営計画とサステナビリティ

グループ連邦

再生

まち化

サステナビリティ経営リスタート

企業理念の再整理

目指す姿の実現に向けた
サステナビリティ経営の概念と
経営計画のより強固な一体化

次期中期経営計画と組み付いた

重点取り組み（マテリアリティ）の実行

中長期経営計画

百貨店業 個客業へ

結
実
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化
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備
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再
生
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ズ

サステナビリティ経営の深化

23年度

21ｰ22年
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サステナビリティ経営による「個客業」への変革

■「個客業」への変革を支える「重点取り組み」

お客さまに当社のファンとなっていただくために、
従業員は重要な財産

個客業へ変革するために
人財戦略が重要な鍵

人・地域をつなぐ
持続可能な

社会・時代をつなぐ
従業員満足度の向上① ② ③

■価値創造プロセス
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・
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Input Activity Output

社会価値・経済価値

お客さまのお悩みや
お困りごとに対する

感動的な解決

お客さまのニーズへの

革新的な提案
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三越伊勢丹グループの目指す姿 ～企業理念～

・2023年５月、

全ての企業活動の原点にある

基本の考え方として制定

・私たち一人一人の力で、

ステークホルダーの心を動かし、

暮らしを豊かにすることを目指す

企業理念再整理

プロセスムービー



2．中長期人財戦略の方向性

執行役常務 CAO兼CRO兼CHRO 金原 章
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当社グループの従業員の持つ強み

◼歴史から観るグループ人財の強み

歴史からのDNAは“おもてなし”と“時代の半歩先をいくキュレーション力（編集力）”
「個客の声を聴き」「独自性あるモノ・コト」を「組み合わせ」提案し続けることでグループは発展

呉服業

小売業

（百貨店）

呉
服

帯

衣 食 住

・外商・逸品会
・メンズ館
・限定品・限定イベント

独自性
・店頭での正札販売
・柄/色/素材の
組み合わせ

メンズ館（伊勢丹新宿本店）

三越350周年特別企画（三越全店）

個客の声に応じた提案

遊 美

個客の声に応じた提案
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海外

小売業から“個客業”へ

◼新たなビジネスモデルへの変革

呉服業
1673年～

呉
服

帯

独自性

今後、経営戦略としては中長期に「小売業」から「個客業」への変革を目指していく
“従業員の力”を今まで以上に最大化することで、“100年に一度の変革”を成し遂げたい

“個客業”
2025年～

・三越伊勢丹グループ
ならではの “まちづくり”
ならではの “金融サービス”
ならではの “仮想空間”
ならではの “組み合わせ提案”

リアル

デジタル

不
動
産

“特
別
な
”

百
貨
店

金
融
・
そ
の
他

小売業
（百貨店）
1904年～

“組み合わせ”の価値

“な
ら
で
は
”
の
価
値

衣 食 住

遊 美

個客の声に応じた提案

・店頭での正札販売
・柄/色/素材の
組み合わせ

・外商・逸品会
・メンズ館
・限定品・限定イベント
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“個客業”に向けた人財戦略上の課題認識

大きな課題は2点。“百貨店事業中心のマインド”から脱却した「企業風土変革」と
事業戦略でユニークポイントを産み出せる「専門人財の育成」の取り組みが必須

◼ “個客業”への転換に向けた課題認識

◼ “個客業”の全体像

“個事業を強く”

“組み合わせの妙”
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課題解決に向けた取り組み

本日は「人財戦略（ひとの力の最大化）」に向けた取り組み事例をご説明させていただきます

◼ “ひとの力”の最大化に向けて

事例紹介❶

ビジネスモデル変革
に向けた

“企業風土改革”

事例紹介❷

個事業を強くする
“専門人財育成”

事例紹介❸

ひとの力を最大化する
“HRBP※の取り組み”

人と組織の
基本的な考え方

生涯CDP※

<従業員紹介>
戦略出向による
リスキル事例

<従業員紹介>
専門人財育成

に向けた人財戦略事例

※CDP（Career Development Program:キャリアデベロップメントプログラム）とは
従業員のキャリアや能力を開発するための中・長期的な計画のこと

※HRBP（「Human Resource Business Partner」の頭文字を取った言葉で、
企業における人事機能の一つです。 人事機能の中でも特に事業部門の経営者や責任者
のパートナーとして事業成長を人と組織の面からサポートする役割
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【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み

現在、中長期経営戦略、各事業戦略との連動のもと、中長期人財戦略を構築しています
中長期人財戦略を構築するにあたり、はじめに「人と組織の基本的な考え方」を新たに言語化

◼ “ひとの力”の最大化に向けて

人と組織の
基本的な考え方
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人と組織の基本的な考え方では、“従業員と会社の関係性”を再定義すると共に
“従業員への期待”と“上司の責任・会社の責任”を言語化することで、行動変容に繋げていきます

◼ “人と組織の基本的な考え方”

【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み ₋“人と組織の基本的な考え方”₋
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合わせて“ひとの力（＝従業員一人一人の力）”を最大化するために

従業員・上司・会社が三位一体となった”生涯CDP“を推進しています

◼「ひとの力の最大化」に向けた“生涯CDP”※

従業員

“自律的な姿勢”

マネジメント
（上司）

“経営マインド”

三越伊勢丹グループ

“人的資本価値の最大化”

生涯

CDP

【従業員への期待】

・“自律した個”への進化
・マイキャリアビジョンの設定
・自律的な学びとキャリア形成

【マネジメントの責任】

・定期的な“キャリア対話”
・公平な“成長機会”の提供

【三越伊勢丹グループの責任】

・“働きがいと働きやすさ”を
実現する職場環境づくり
と人事制度の拡充

【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み ‐“生涯CDP”‐

※CDP（Career Development Program:キャリアデベロップメントプログラム）とは
従業員のキャリアや能力を開発するための中・長期的な計画のこと
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従業員は、“自律的な姿勢”を持ち、自らのキャリアビジョンを考え
必要なスキルを身に着け“成長”することで“会社の成長”に繋げていきます

【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み ‐“生涯CDP”‐

WILL

目指す山を定める
（目標）

CAN

できること
“装備”を増やす
（成長）

MUST

成果に繋がる
“責任”を果たす
（成果）

従業員
“自律的な姿勢“

キャリア
対話

自律的な“成長”を
本給で評価

職務を通じた“成果”を
賞与で評価

上司の支援

個人の成長を
企業の成長へ

会社の支援

◼「ひとの力の最大化」に向けた“生涯CDP”※
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上司は、“定期的な対話”を通じて、従業員一人一人異なる
「キャリアフェーズ」や「ライフワークバランス」に寄り添い、支援します

【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み ‐“生涯CDP”‐

◼「ひとの力の最大化」に向けた“生涯CDP”※

会社の支援

上司の支援 キャリアフェーズ

目標設定フェーズ⇒成長フェーズ⇒成果フェーズ
⇒目標の再設定フェーズ⇒成長⇒成果⇒

キャリア支援の仕組み

キャリア情報の提供・学びの機会
キャリア支援制度の拡充

ライフワークバランス

出産・育児、介護

従業員

両立支援制度の拡充
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会社は、従業員一人一人の「自律的なキャリア形成」や「学びの機会」を提供し、支援します

◼「ひとの力の最大化」に向けた“生涯CDP”

みんなのおしごと！
（グループ内の職務紹介）

MANABIの森
（自律的な学びの機会）

みんなのキャリア！
（グループ内のキャリア紹介）

2022年度、キャリア制度利用者
前年比で226％の伸び

現在、コンテンツ数は400を超え
総利用者数は年間9万人

【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み ‐“生涯CDP”‐
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経営も、従業員への“定期的な対話や発信”を通じて、企業風土変革を後押ししています

CXOによる
動画メッセージ

【事例紹介❶】企業風土改革の取り組み ‐“生涯CDP”‐

◼「ひとの力の最大化」に向けた“生涯CDP”
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【事例紹介❷・❸】従業員による取り組み

事例紹介❶

ビジネスモデルの
転換に向けた
“企業風土改革”

事例紹介❷

個事業を強くする
“専門人財育成”

事例紹介❸

ひとの力を最大化する
“HRBP※の取り組み”

人と組織の
基本的な考え方

生涯CDP※

<従業員紹介❶>
戦略出向による
リスキル事例

<従業員紹介❷>
専門人財育成

に向けた人財戦略事例

不動産・金融事業を中心に
19社21名が戦略出向中

事業特性に合わせた
人事制度・育成の仕組み

続けて、当社グループ従業員より、取り組み事例をご説明させていただきます

◼専門人財の育成に向けた取り組み

※CDP（Career Development Program:キャリアデベロップメントプログラム）とは
従業員のキャリアや能力を開発するための中・長期的な計画のこと

※HRBP（「Human Resource Business Partner」の頭文字を取った言葉で、
企業における人事機能の一つです。 人事機能の中でも特に事業部門の経営者や責任者
のパートナーとして事業成長を人と組織の面からサポートする役割



【事例紹介❷】

“成長事業における可能性の探索”

外部出向（㈱日建設計）伊東 功喜
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<略歴> 伊東功喜（出向株式会社日建設計）

ショッピングセンターや不動産分野で特に長い経験が
あり強みとしています

〈百貨店〉1996年4月入社～2000年8月

銀座三越 3.5年、米国三越出向1年

服飾雑貨部門での販売、催物の企画運営、米国への研修出向

〈ショッピングセンター〉2000年9月～2014年3月

恵比寿三越 3年、名古屋ラシック 6.5年、本部 4年

店舗の管理運営、リーシング業務、店舗開発等

〈不動産〉2014年4月～現在

中長期計画、首都圏・地域店舗の方向性の検討、子会社管理等 8年

2022年4月より、将来のまちづくりに向けて、外部不動産企業での
“専門知識・スキル・ノウハウを、グループに還元すること”をミッションに

株式会社日建設計に社外出向しています
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（株）日建設計における担当業務

出典：日建設計PMグループ提供サービスのご案内(CRE関連)

常時3～7つのプロジェクトを担当

■現在、担当している主な業務

１．所有不動産の方向性検討の支援

２．各種調査業務

３．管理規約の策定支援

４．コンセプト策定支援

所属：企画開発部門 プロジェクトマネジメントグループ ソリューション戦略室
不動産のプロでない企業の所有不動産における、お困りごとの解決を支援する部署

異業種・企業文化の違う企業で、職場環境、仕事の進め方などの違いに
戸惑いを覚えながらも、少しずつキャッチアップしていきました
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社外出向を通しての学び

社外で学んで、小売業グループとしての三越伊勢丹の強みを再確認

業務での学び

実務を通した経験値↑

基本な考え方
技術的な知識
業務の幅

個人の学び

専門的な知識↑

社内外のセミナー参加
資格取得

相互の学び

日建設計→三越伊勢丹
取組み紹介、見学

三越伊勢丹→日建設計
ショッピングセンターの店

舗見学

不動産のプロ集団のなかでも、私の三越伊勢丹で培った“商業の経験”は十分に通用する

この1年半の経験で分かったこと

出向先で学び続ける日々の中で、当社で得た自らの強みが日建設計でも通用し
価値を生み出すことが分かってからは、自信を生み出し、学びの幅・質も向上
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出向先での経験を活かした、グループへの帰任後に描く姿

三越伊勢丹の強み ｘ 日建設計での学び ＝ “ならでは”のまちづくりに

日建設計で学んだことをどう活かしていくか

これからの時代では単に建物を建てたり、公共貢献等をするだけでは
「差別化が難しい」ということを再確認

まち化戦略
個客とのつながり
グループ連邦

専門的な知識経験
まちづくり

“自店最適”でなく
まちの一員として、

“まちと共に成長”することで
持続的に個客に愛される企業に

継続的な成長へ

将来的な変化に対応していくためには、自身も継続的なアップデートが必要

三越伊勢丹は小売業グループとしての運営者でもあり不動産開発者として、
百貨店由来の「提供価値」をさまざまな「複合用途」に掛け合わせ

“三越伊勢丹ならでは”の価値提供が可能（不動産だけではできないこと）

三越伊勢丹の強み 日建設計の学び



三越伊勢丹システム・ソリューションズ 竹前 千草

※HRBP（「Human Resource Business Partner」の頭文字を取った言葉で、
企業における人事機能の一つです。 人事機能の中でも特に事業部門の経営者や責任者
のパートナーとして事業成長を人と組織の面からサポートする役割

【事例紹介❸】

“デジタル事業におけるHRBPの事例”
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＜略歴＞ 竹前 千草（三越伊勢丹システム・ソリューションズ）

◼略歴

◼現状の業務

2008年 三越伊勢丹システム・ソリューションズ 入社

2019年04月 三越伊勢丹システム・ソリューションズ

開発エンジニア担当 担当長

2020年04月 三越伊勢丹システム・ソリューションズ

DXプラットフォーム 担当長

2021年10月 三越伊勢丹システム・ソリューションズ

人事 担当長

確保：新卒採用、中途採用

育成：キャリア面談、マネジメント強化、技術研修、グループ横断OJT など

活性化：ロール、フルリモート、全体賃金設計、エルダー制度 など

竹前 千草
総務シニアマネージャー

兼人事担当長

“専門人財”の多い三越伊勢丹システムソリューションズの人事担当として、
スタッフ人事から戦略人事への進化を掲げ、事業戦略実現のための

確保・育成・活性化を設計。現場マネージャーや経営層の巻き込みをリード。
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三越伊勢丹システム・ソリューションズにおける人財戦略

経営
課題

人財
課題

スキル
課題

・2025年の崖（過剰なカスタマイズ・ブラックボックス）
・保守運用とスピーディーな開発の両立

・現場に育成する余裕がない
・IT内製化によるエンジニア採用の争奪戦

・DX技術/仕事の進め方（個客視点・コラボ・試行錯誤・柔軟）スキル不足
・時代変化に求められるマネジメントスキル不足

“確保・育成・活性化”の取り組みを、事業戦略と紐づけ、浸透させていく

新卒採用：キャリア相談の
場強化、市場変化に合わせ
た母集団形成

中途採用：定期的な分析・
スピードアップと惹きつ
け・現場巻き込み強化

マネジメントスキル強化

役職を超えた定期的な
ディスカッション

3社合同の新人技術OJT

ロール制度の改善・浸透

期待される行動の定義と
目標設定

フルリモート制度導入
エルダー制度改善

確保 育成 活性化

「専門人財も含めた自律的なキャリア意欲の醸成」が人財戦略上の課題
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【ミッション】専門人財を対象とした“自律的なキャリア開発”

自律的なキャリア開発

社員一人一人が
やりがいを持っている

スキルをあげる手段が
提供されている

継続的な心理的
サポート

will/can/must ロール設計 人事面談

ミドルマネジメントトレーニング

1on1 技術研修
エンゲージメント

サーベイ

事例❶

事例❷
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【事例❶】“自律的なキャリア開発”を推進するロール制度

ステージ
（マネジメント）

ロール
(専門性)

メンバー

自発的なキャリア開発

社員一人一人が
やりがいを持っている

スキルをあげる手段
が提供されている

継続的な心理的
サポート

will/can/must ロール設計 人事面談

ミドルマネジメントトレーニング

1on1 技術研修
エンゲージメント

サーベイ

Lv1

Lv2

Lv3

Lv4

Lv5

社長

部長

課長

リーダー

以前のIMS※

現在のIMS

2025年の崖

人財の流動化

戦略

DX技術

・専門性強化

・エンジニアとしてのキャリアアップ

・スキルシフト

システム保守改善

ロール制度導入※

※IMS 三越伊勢丹システム・ソリューションズの略

※ロール制度について、具体的に次のページで説明させていただきます
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レベル毎のミッション・役割

仕事の例

◼ ロール定義書にて、会社は「レベル毎のミッションや役割、それらを裏付ける知識や技術」を定義

◼ ロール定義書を参考に、従業員と上司は「強化したい技術や領域・行動目標等」を目標に設定

◼ 専門人財向けロール制度の定義により「専門人財の自律的なキャリア開発」と「会社の成長」を両立

必要な知識や技術

レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

難易度・複雑性 高低

【事例❶】“自律的なキャリア開発”を推進するロール制度
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◼ロールを変更しながら、キャリアアップする事も可能。

◼複数ロールを持ち、自身の専門領域を広げていく事も可能。

凡
例 キャリアパス

初頭キャリアの
スタート

ロール
ロールレベル

L1 L2 L3 L4 L5
職種

運用エンジニア

ビジネスアーキテクト

SRE

サーバーエンジニア

スクラムマスタ

プロダクトマネージャー

エ
ン
ジ
ニ
ア
職 セキュリティスペシャリスト

ネットワークエンジニア

アプリケーションエンジニア

テクノロジスト

【事例❶】“自律的なキャリア開発”を推進するロール制度
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【事例❷】ミドルマネジメントトレーニング

心理的安全性
の構築

・マネージャー同士、
正直な気持ちを言葉にする。

・メンバーの気持ちを認識する

・マネージャー同士のフィードバック。

・マネージャー自身のキャリア設計。

・担当のあるべき姿の言語化。

・MVVや戦略についてディスカッション。

・育成を絡めた自担当の戦略を描く。

・部長とマネージャーでディスカッションを行い、
深いレベルで戦略の認識を合わせていく。

自発的なキャリア開発

社員一人一人が
やりがいを持っている

スキルをあげる手段
が提供されている

継続的な心理的
サポート

will/can/must ロール設計 人事面談

ミドルマネジメントトレーニング

1on1 技術研修
エンゲージメント

サーベイ

これらの「専門人財育成に向けた取り組み」を、先行し運用してきたからこそ
グループ全体の専門人財育成にも貢献できることがあると感じている

エンゲージメント
サーベイ

自身のキャリア設計

担当のあるべき姿

戦略を描く
ディスカッション

①

②

③
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（まとめ）これからの中長期人財戦略について

“個事業を強く”

“組み合わせの妙”

“個客業”への変革に向けて、まだまだ人財戦略上の課題は多いと認識、
“ひとの力”の最大化に向けて、継続的に取り組みを進めていきます

企業風土改革 専門人財 生産性向上 従業員エンゲージメント 人事賃金制度改定

人財戦略上の課題認識

中長期経営戦略



3．人財戦略の評価・課題感と
目指す姿に向けて

社外取締役 安藤 知子
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＜略歴＞ 社外取締役 安藤 知子

1982年 4月 日産自動車(株)入社

1991年 3月 日本コカ・コーラ(株)入社

1993年 1月 同グローバルブランドマーケティングブランドマネジャー

1996年12月 マスターフーズリミテッド（現マースジャパンリミテッド）入社

2006年 1月 同パーソナル＆オーガニゼーションピープル・パイプラインマネジャー

2008年 8月 日本ロレアル(株)入社 人事本部 シニアＨＲマネジャー

2011年 3月 同副社長、人事本部長

2022年 6月 当社 社外取締役（現任）

■26年に渡り世界トップレベルの企業においてビジネスを経験

■10年に渡りブランドマーケティング、営業企画等のビジネス

フロントラインを経験

■16年に渡り戦略人事を経験

人財育成、組織開発、D&Iマネジメントを担う

■I C F（国際コーチング連盟）認定のコーチ資格を保持

企業の役員向けコーチングにも豊富な経験を有する
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人財戦略の評価・課題感と目指す姿に向けて

◼ 人財戦略への評価

◼ 人財戦略の課題

◼ 企業としてのサステナビリティの追求



質疑応答
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統合レポート・サステナビリティレポート（2023年度版）

ホームページ開示資料

三越伊勢丹ホールディングス レポート2023

■統合レポート ■サステナビリティレポート

ホームページ開示資料

三越伊勢丹ホールディングスサステナビリティ
レポート2023

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/imhds_report2023_jp_A3.pdf
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-cms-imhds-s3/pdf/csr_report2023_jp.pdf

